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概要 
同じ言語を共有していない話者間での音声による情

報伝達にはふつう困難が伴う。これは両者の間で音声
とその指示内容を結び付ける規則を共有していないた
めと考えられる。そこで，本研究では音声とその指示
内容の結びつきが完全には恣意的でないとされるオノ
マトペであれば，同じ言語を共有していない話者間で
も情報伝達が可能ではないかと考え，話し手と聞き手
が音声の指す内容をそれぞれ選択肢から選ぶという限
定的な状況でのオノマトペの情報伝達性について検証
した。 
 
キーワード：言語の恣意性, ブーバ・キキ効果, オノマ
トペ, 情報伝達 

 背景と目的 

1.1 音声による情報伝達の問題 

 日本人と外国人の会話に見られるように，話し手と

聞き手が同じ言語を共有していない場合の情報伝達は，

「言葉の壁」により一般的には難しいとされる。その

「言葉の壁」の要因のひとつとして，言語の恣意性 [1] 

が考えられる。言語の恣意性とは，ある言語音声に対

して特定の内容が結びつかなければならないという必

然性がない性質のことをいう。すなわち，ある音声と

その音声が指す内容との結びつきは，ひとつの言語体

系内では，おおむね一意に定まっているが，別の言語

体系ではその音声に対して異なる内容が結びついてい

る，もしくは結びつく内容が存在しない可能性があり，

これが互いに異なる言語を使用する話者間での，音声

による情報伝達を困難にしているといえるだろう。 

 話し手と聞き手が同じ言語を共有している場合の理

想的な情報伝達では，音声と内容を結び付ける規則を

話し手と聞き手で共有している状態となっており，話

し手が音声化した内容と，聞き手がその音声から想起

した内容が伝達の前後で一致していた場合，話し手が

音声で伝えたかった内容は聞き手に伝わったといえる 

[2]。一方，話し手と聞き手が同じ言語を共有していな

い場合の情報伝達では，音声と内容を結び付ける規則

が話し手の使用する言語と聞き手の使用する言語では

異なっている状態となっていることから，話し手が音

声化した内容と，聞き手がその音声から想起する内容

が一致することはなく，情報伝達は失敗に終わるとい

える。そこで，本研究では，話し手が音声化した内容

と，聞き手が話し手の音声から推測した内容が一致し

た場合を伝達の成功と定義し，話し手の言語における

音声と内容の結びつきの規則を知らない聞き手が，話

し手の音声が結びつく内容を推測できるかどうかに焦

点を当てる。 

 

1.2 本研究の目的と設定 

 本研究では，聞き手が話し手の言語における音声と

指示内容の関係についての特定言語に固有の事前知識

を持たないときに，話し手の音声のみからその指示内

容を推測できるか（情報伝達性）を調べ、その要因を

明らかにすることを目的とする。本研究においては，

話し手を日本語話者，聞き手を日本語の知識を有さな

い非日本語話者，話し手が発した音声を日本語話者が

理解できる音声（日本語音声）とした。また，話し手

が音声で伝えたい内容と聞き手が音声から想起する内

容を可視化するために，話し手があらかじめ決められ

た内容を音声化し，聞き手がその音声から推測して既

定の選択肢から選ぶという，限定的な状況下における

情報伝達を考えることにした。 

 

1.3 アプローチ 

音声による伝達が成功しない要因は，音声とその指

示内容の結びつきが恣意的であるためであるとしたが，

これに反する知見としてブーバ・キキ効果 [3] がある。

ブーバ・キキ効果は，呈示された音声に対する事前知

識がないにもかかわらず，その音声の指す指示対象を

複数の選択肢から選択させると，チャンスレベルを超
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えて選択が偏るという現象で，音声とその指示内容の

関係は完全に恣意的とはいえず，何らかの関係性があ

ることが示唆されている。そこで本研究では，このブ

ーバ・キキ効果から着想を得て，音声とその指示内容

の結びつきが強いとされる語があるとすると，その語

に対する事前知識がない状態で音声に対して指示内容

を選択させると，多くの人がその音声と結びついてい

る指示内容を選択する（選択に偏りが生じる）のでは

ないかと考えた。 

 音声とその指示内容の結びつきが強いとされる語に

オノマトペ（擬音語・擬態語）がある [4]。このことか

ら，日本語オノマトペであれば，チャンスレベルを超

えてその音声の指す内容が，日本語の知識を有さない

非日本語話者にでも推測でき，内容の伝達が可能であ

ると予想した。 

 

1.4 実験の流れ 

本研究では，音声の指示内容として平面図形を使

用し，日本語オノマトペ音声を聞いた日本語話者と

非日本語話者が，音声の指示内容として同じ図形を

選択できるかどうかを検証する。実験 1 では，日本

語話者に日本語オノマトペ音声を聞かせ，その音声

から日本語話者が連想した図形をその音声のさす正

解の図形として設定した。次に，実験 2 として非日

本語話者に日本語話者が聞いたものと同一の日本語

オノマトペ音声を聞かせ，その音声が指す図形を推

測させた。 

 実験用オノマトペの選定 

本研究では，清水ら [5] の方法を参考に，オノマト

ペ様の語を機械的に作成し，日本語母語話者 3 名に日

本語としての容認度判断をさせ，3 名中 2 名以上が選択

した語を，実験で使用する実験用オノマトペを選定し

た。選定のための語群は，143 個の日本語音韻（アから

ヲ，濁音半濁音，拗音付き「ャ，ュ，ョ」，撥音「ン」，

促音「ッ」，長音「－」，外来語表記に用いる仮名 [6] ）

を ABAB 型（e.g. ドキドキ，キュンキュン）になるよ

う機械的に組み合わせて作成し，合計20449語とした。

ABAB 型としたのは，日本語オノマトペでは最も一般

的な形態とされるためである [4]。 

作成した語群の選定作業は，Excel シート上で行った。

Excel シートは，語の入ったセルをダブルクリックする

ことで着色されるよう設定し，選択・解除が容易にで

きるよう配慮した。視認性の観点から 20449 語は 10 分

割して Excel シート上に表示させ，1 シート当たり約

2000 語とし，合計 10 シートとした。 

選定に参加したのは日本人大学院生 3 名（男性，平

均年齢 22.67 歳，SD=0.47）であった。選定のための教

示は 3 種類用意し，教示 1「日本語としてありそうだと

思う語を選んでください」，教示 2「まんがや小説に出

てきそうだと思う語を選んでください」，教示 3「自分

がその語から思い浮かべるイメージは，その語を用い

れば他の日本語話者にも伝えられそうだと思う語を選

んでください」とした。各参加者には，前の指示によ

って選択された語の中から，次に指示された語を選択

させ，参加者ごとに 2 段階で語の数を減らす方法で行

った。特に教示1による選定では語数が多いことから，

参加者には無理のないペースで作業するよう説明し，

選定作業期間は最大一週間とした。 

選定の結果，各教示段階において，3 名中 2 名以上

が選択した語は，教示 1 では 249 語，教示 2 では 122

語，教示 3 では 33 語となった。この結果から，教示 1

で選定された 249 語ですでに実験可能な語数であると

判断し，この 249 語を実験用オノマトペとして採用し

た。これらの語の中には一般的にオノマトペとは思わ

れない語も含まれたが，日本語オノマトペの典型的な

形態をもつことから，これらの語もオノマトペとなり

うる可能性も考え，実験に使用することにした。 

 実験 1: 日本語話者による正解の設定 

実験 1 では，選定した実験用日本語オノマトペの音

声とその音声が指していると推測される内容を選択さ

せ，その対応付けを日本語話者による正解の対応付け

とすることを目的とした。 

実験刺激 実験に使用する音声は，2 で選定した語群を

読み上げることで作成した。読み上げにおいては，プ

ロソディによる影響を考慮し，人の声による読み上げ

と，合成音声による読み上げの2種類の方法で行った。

合成音声による読み上げは，Google 翻訳 [7] の読み上

げ機能を使用し，一語ずつ読み上げさせたものを録音

した。Google 翻訳による読み上げ音声が女性の声質に

近かったことから，人の声による読み上げは女性の日

本語母語話者とし，一語ずつ読み上げさせたものを録

音した。実験では 249 語のうち，ランダムに選択した

半数の語を人の声による読み上げ，残りの半数を合成

音声による読み上げとした。また，音声セットはA，B
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の 2 種類を用意し，A セットで人の声による読み上げ

音声とした語は，B セットでは合成音声による読み上

げ音声とした。どちらのセットも，呈示順は順序効果

を考慮し，それぞれランダム化した。 

また，本研究では音声の指す内容を平面図形として

いることから，実験参加者に選択肢として呈示する平

面図形のセットを作成した。図形セットを構成する図

形には，山口 & 椎名 [8] が作成・選定した 36 個の図

形を使用する。視認性を高めるために，これらの図形

の輪郭線が元の図形よりも太くなるよう筆者が加工を

施したものを本研究では使用することにした。これら

の図形に付属するラベルは除去し，形状が類似すると

筆者が判断した図形同士を隣接させて，3 行 12 列とな

るよう配置しなおしたものを実験 1 の図形セットとし

た（図 1）。この図形セットを横方向のA4 用紙に 5 行 2

列となるよう 10 セット配置し，印刷したものを実験 1

の回答用紙とした。 

 

実験参加者 実験 1 の実験参加者は，日本人大学院生

12名（男性10名，女性2名，平均年齢24.17歳，SD=1.46）

であった。 

実験手続き 実験参加者 12名には，実験用オノマトペ

の音声を聞き，その音声から推測される図形を回答用

紙の図形セットの中から 1 つだけ選択して，丸で囲む

よう指示した。音声はコンピュータ画面上に表示され

た音声プレイヤを参加者自身が再生し，コンピュータ

に接続したヘッドホンを通して呈示された。参加者へ

の教示は，「まず音声を聞き，あなたがその音声から連

想するイメージに最も近い図形を，印刷された図形リ

ストの中から一つ選んで，丸で囲んでいってください。

あなたの直感に基づき，一つだけ図形を選んでくださ

い。」とした。実験終了後，手作業による集計を行った。 

実験結果 本研究では，各語における図形の選択確率

からエントロピーを算出し，実験参加者間において，

一つの語に対してどの程度共通して図形が選択されて

いるか表す指標として使用する。本研究の実験におい

ては，エントロピーの値が小さいほど参加者間でより

共通した図形が選択されていると考えられる。エント

ロピーは非負値をとり，その絶対値に本質的な意味は

ないため，以下の結果は最大のエントロピーを１，最

小のエントロピーを０と正規化したエントロピーを用

いた(以降「エントロピー」は正規化エントロピーを指

す)。表 1に実験 1の結果から算出したエントロピーの

値とその語に対応する図形および参加者による図形の

選択割合，図 2 にエントロピーのグラフを示す。表 1

では，語をエントロピーの小さい順(形状選択の一致率

の高い順)に配置し，その語に対して複数人が選択した

図形の選択割合の高い上位 2 位までを示した。参加者

間での図形の選択の一致率が高い語は，日本語話者が

日常的に使用すると考えられる日本語オノマトペ

(e.g., グルグル, クネクネ)である傾向がみられた。 

 

図 1 実験 1 で使用した図形セット 
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 また，人の音声と合成音声による選択の違いについ

て，エントロピーの相関係数を求めたところ，中程度

の正の相関関係(𝑟 =  0.422084)が認められたことか

ら，人の音声による図形の選択確率が高くなるにした

がって，合成音声による選択確率も高くなる傾向があ

るといえる。このことから，人の音声と合成音声の違

いによる図形選択への影響は大きくないものと考えら

れる。 

 実験 2: 非日本語話者による内容推測 

実験 3 では，実験 2 と同様，非日本語話者に実験用

日本語オノマトペの音声を聞かせ，その音声が指して

いると推測される図形を図形セットから選択させるこ

とで，音声からどの図形が連想されているかを検証し

た。 

実験刺激 実験に使用する音声刺激は実験 1 で使用し

たものと全く同じものを使用した。 

実験 2 では，実験参加者が耳慣れない日本語音声を

聞き続けることになることから，参加者の負担を考慮

し，図形セットの図形数を削減することにした。実験 1

の結果をもとに，エントロピーの小さい方から 30 位ま

で（正規化エントロピーの値では 0.59 まで）の語につ

いて，各図形の選択回数を算出し，選択回数が多かっ

た図形の上位 21 位までで，すべての回答の 92.22％を

カバーしていることから，これらの図形を選択肢とし

て採用することにした。選定した 21 個の図形には，極

めて形状の近い図形が 2 個含まれていたことから，1

つを除いて，図形は全 20 個とした。これら 20 個の図

形は，実験 1 と同様に類似図形が隣接させて，4 行 5

列となるよう配置し，実験 2 の図形セットとした（図 3）。

この図形セットを横方向のB4用紙に5行5列となるよ

 
表1 実験1でのエントロピーの値と選択された図形 

エントロピーの小さい順に 21 位までを掲載 

*は 2 人以上の選択がなかったことを示す 

 

図 2 実験 1 での各語のエントロピー 
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う 25 セット配置し，印刷したものを実験 2 の回答用紙

とした。 

 

実験参加者 実験2の実験参加者は，大学院生27名（男

性 14 名，女性 13 名，平均年齢 27.70 歳，SD=4.64）で

あり，すべて日本国外から来日している外国人留学生

であった。参加者の出身国の内訳は，タイ：2 名，ミャ

ンマー：2 名，中国：6 名，インドネシア：1 名，バン

グラデシュ：3 名，ケニア：1 名，ベトナム：5 名，イ

ンド：4 名，ラオス：1 名，マレーシア：1 名であった。

参加者のうち半数となる 13 名は，日本語学習歴 1 年未

満であった。 

実験手続き 実験参加者 27名には，実験 1と同様に実

験用オノマトペの音声を聞き，その音声から推測され

る図形を回答用紙の図形セットの中から 1 つだけ選択

して，丸で囲むよう指示した。音声はコンピュータ画

面上に表示された音声プレイヤを参加者自身が再生し，

コンピュータに接続したヘッドホンを通して呈示され

た。参加者への教示は，「まず音声を聞き，あなたがそ

の音声から連想するイメージに最も近い図形を，印刷

された図形リストの中から一つ選んで，丸で囲んでい

ってください。あなたの直感に基づき，一つだけ図形

を選んでください。」とした。インストラクションはす

べて英語で行った。実験終了後，手作業による集計を

行った。 

実験結果 実験 1 と同様に，各語についてのエントロ

ピーを算出した。表 2 に実験 1 の結果から算出したエ

ントロピーの値とその語に対応する図形および参加者

による図形の選択割合，図 4 にエントロピーのグラフ

を示す。表 2 では，語をエントロピーの小さい順に配

置し，その語に対して選択された図形の選択割合の高

い上位 2 位までを示した。実験 2 においては，参加者

間での図形の選択割合は，最大で 48％程度にとどまっ

た。 

また，人の音声と合成音声による選択の違いについ

て，エントロピーの相関係数を求めたところ，相関関

係は認められなかった(𝑟 = 0.046051 )ことから，人の

音声と合成音声の違いが図形選択に影響した可能性が

示唆された。 

 

 

 
図 3 実験 2 で使用した図形セット 

表2 実験2でのエントロピーの値と選択された図形 

小さい順に 20 位までを掲載 

*は 3 人以上の選択がなかったことを示す 
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 日本語話者・非日本語話者の選択一致度

の関係 

 実験 1 および実験 2 の結果から，日本語話者が高い

割合で対応付けた語と図形の組の中で，非日本語話者

が比較的高い割合で同じ対応付けとしたのは，「コロコ

ロ」と「モフモフ」のみであった。 

 また，全 249 語について，日本語話者と非日本語話

者の図形選択における正規化エントロピーの相関係数

を求めたところ，相関関係は認められなかった(𝑟 =

−0.022337)(図 5)。この結果は，必ずしも日本語話者

で一致度の高いオノマトペが，非日本語話者での一致

度が高いわけではないことを示唆する。 

 

 結論 

現時点でのデータ分析結果では，日本語話者間の一

致度から非日本語話者間の一致度を予測するような関

係性は見られなかった。大会での発表では，主に実験 1

および実験 2 の結果を分析することで推定される情報

伝達性に関連する音声・音韻的な特徴を特定し，報告

する。 
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図 4 実験 2 での各語のエントロピー 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

オ
ウ
オ
ウ

オ
ラ
オ
ラ

ア
キ
ア
キ

モ
ム
モ
ム

カ
サ
カ
サ

セ
コ
セ
コ

フ
サ
フ
サ

グ
ロ
グ
ロ

ク
ス
ク
ス

ム
キ
ム
キ

ハ
ア
ハ
ア

テ
カ
テ
カ

モ
ア
モ
ア

ア
オ
ア
オ

ザ
ア
ザ
ア

カ
チ
カ
チ

コ
リ
コ
リ

ネ
ム
ネ
ム

ガ
ク
ガ
ク

シ
コ
シ
コ

ド
コ
ド
コ

コ
ト
コ
ト

エ
ロ
エ
ロ

イ
チ
ャ
イ
チ
ャ

シ
ャ
ケ
シ
ャ
ケ

ア
ス
ア
ス

ナ
デ
ナ
デ

ゾ
ロ
ゾ
ロ

ヒ
ー
ヒ
ー

ハ
ー
ハ
ー

ド
ク
ド
ク

ソ
コ
ソ
コ

ズ
コ
ズ
コ

ノ
シ
ノ
シ

ポ
キ
ポ
キ

ナ
キ
ナ
キ

Entropy of each word
(Non-Japanese speakears)

 

図 5 日本語話者と非日本語話者の 

正規化エントロピーの相関 
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